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1. はじめに 

 通信販売は，インターネットの用途の中で最も

急速に成長してきている分野である．2010 年に

は，個人利用率が 60%を超え，2012 年には 3 人

に 2人が 1年以内に通信販売を利用している[1]． 

 利用するユーザの増加に伴い，様々なサービス

およびシステムが開発されている．その 1 つに，

選択した商品に関連する商品を推薦するサービ

スがある．関連商品を推薦することで，ユーザが

欲しい商品を見つけやすくなるとともに，多くの

商品情報を提示することでユーザの購買意欲を

煽ることができる．推薦方法の例としては，ユー

ザの購買履歴に着目した方法や協調フィルタリ

ングを用いた方法などがある．しかし，的確に欲

しい物を推薦することができなければ，ユーザに

購入してもらうことはできない．  

 本研究では，関連商品の推薦方法に着目し，商

品推薦のための情報抽出を行う．データには通信

販売で 2010, 2011, 2012年の 3年間において，最

も購入されている「婦人衣料品」に着目し，コー

ディネート画像を用いる．この画像から受ける印

象は，重要である．落ち着いた服が好きな人に派

手な服を薦めても売り上げ向上につながらない

からである．したがって，画像から如何に印象を

抽出するかが大きな課題となる． 

提案手法は，データの持つ言語情報と画像情報

を用いて情報抽出を行う．実験で使用する言語情

報には，データの持つ上衣(トップス)，下衣(ボト

ムス)のアイテム名を属性に用い，画像情報は，画

像の服全体の色の組合せにふさわしい印象とな

る形容詞を属性として用いる．  

2. 関連研究 

 本研究と同様に服を推薦する研究には，服のア

イテム名や柄，素材などを属性に用いる神間ら[2]

の研究や，服の画像から色や形状などを属性に用

いる岩田ら[3]の研究がある．本研究では，服のア

イテム名を属性に用いるとともに，画像から服の

色を抽出し，福田ら[4]の用いた日本カラーデザイ

ン研究所が提案しているイメージスケール[5]を

使用して，色の組合せから得られる印象を形容詞

で表し，属性とする．言語情報と画像情報を用い

て商品推薦のための情報抽出を行う． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 : 提案手法の概要 
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3. 提案手法 

本研究では，オンラインショッピングサイトの

商品データを利用する．提案手法の概要を図 1に

示す．以下，図 1に沿って流れを説明する．  

3.1. 画像情報 

3.1.1. 領域抽出，RGB値抽出 

 領域抽出は，顔と足の大きさと位置情報を用い

ることで，自動で服の領域抽出を行い，RGB 値

を抽出する．本研究では，T字の形で領域抽出を

行う．顔の中心座標と，足の中心座標から直線を

計算し，人手で設定した 座標に対して， 座標の

計算を行う．画像の左上の座標を(0,0)とし，顔の

大きさの半径を ，顔の中心座標を(     )，足の

中心座標を(     )とする．領域抽出例を図 2，抽

出する領域の詳細を表 1に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 : 領域抽出例 

 

表 1 : 抽出する領域の詳細 

   上の領域 下の領域 

上辺の 座標               

下辺の 座標              

幅       

 

 

3.1.2. 単色イメージスケール[5] 

 抽出した RGB 値を，ユークリッド距離を用い

て，単色イメージスケールの色に割り当てる．単

色イメージスケールには，10 色相と 12 トーン，

合計 120 の有彩色と 10 の無彩色からなる計 130

の色がある． 

3.1.3. 配色イメージスケール[5] 

 抽出した単色イメージスケールの色から 3色抜

き出し，配色イメージスケールに割り当て，抽出

した形容詞を属性とする．本研究では，1,170 の

配色パターンと，219 の形容詞を用いた．配色イ

メージスケールの例を表 2に示し，形容詞抽出例

を図 3に示す． 

 

1色 2色 3色 形容詞 

R/V Y/V YR/V 活気ある 

R/V Y/V PB/V アクティブな 

R/V N9.5 PB/V 活動的な 

R/V N1.5 Y/V ダイナミックな 

R/V Y/B G/V 躍動的な 

R/V N9.5 N1.5 大胆な 

B/B PB/V R/V 革新的な 

表 2 : 配色イメージスケールの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 : 形容詞抽出例 
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ベルト付きストレッチタイトミニスカート 
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図 4 :タグ付けの例 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 : 深さ 3までの階層構造 

3.2. 言語情報抽出 

 抽出したアイテム名にシルエット辞書を用い

てタグ付けを行い，階層構造を作成する．辞書と

階層構造は，アパレル関連の書籍[6]，[7]，[8]，

及びファッション用語辞典1を基に作成した．シル

エット辞書には 73 の単語が登録されている．階

層構造は深さ 3の葉はオンラインショッピングの

アイテムの所属するカテゴリ名，深さ 4の葉はア

イテム名からシルエット辞書を用いてタグで抜

き出した部分，深さ 5はアイテム名となっている．

なお，アイテム名に対して，タグが抜き出せなか

った場合は，「その他」としている．アイテムが

カテゴリに分類されていない場合は，人手でカテ

ゴリに分類した．タグ付けの例を図 4，深さ 3 ま

での階層構造を図 5に示す．  

 作成した階層構造を用いて，2 つの上衣アイテ

ムと下衣アイテムの距離をそれぞれ計算する． 

4. 実験 

使用データ 

収集したデータ数は全部で 577 件あるただし，

                                                   
1 http://apparelwiki.symphonic-net.com/ 

上衣アイテム名と下衣アイテム名のあるデータ

に制限したため，使用したデータ数は 302件とな

った． 

4.1.  画像情報抽出 

画像情報抽出を行い，配列イメージスケールか

ら形容詞を抜き出したときの形容詞数の 1データ

当たりの最大値，最小値，平均を表 5に示す． 

表 5 : 形容詞の抽出結果 

最大値 189 

最小値 16 

平均 82.93 

4.2.  言語情報抽出 

 言語情報抽出を行い，上衣，下衣のアイテム間

の距離の平均と上衣と下衣のアイテム間の距離

の合計の平均を表 4に示す． 

表 4 : 言語抽出結果の平均 

上衣の平均距離 6.15 

下衣の平均距離 5.57 

合計 11.72 
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5. 考察 

5.1.  画像情報 

抽出した領域の RGB 値をすべて用いて形容詞

を抽出した場合，形容詞を属性に 2つのデータを

比較した結果，抽出される形容詞が多いために，

関連してないデータに対して類似していると判

定された．この問題点を解決するために，形容詞

の出現頻度を用いて重み付けを行う，または抽出

する単色イメージスケールの情報を絞る必要が

ある．本研究では，後者の考えをもとに 2つの実

験を行った． 

(a) 領域クラスタリング法 

領域の抽出した RGB値に対して，k-meansを

用いて，ハードクラスタリングを行った．クラス

タ数は，10となっている．  

(b) 領域分割法 

 T 字領域を，5 つに分割し，分割したブロック

1 つから出現頻度の多い上位 2 色を抽出した．分

割方法は，中心の顔から足に伸びている領域を 3

分割し，残りの両肩の領域を用いることで 5ブロ

ックとした． 

(a)，(b)共に抽出する色の数は 10色となる．そ

の後，10色のうち 3色を抜き出し，3色それぞれ

の色彩とトーンを  することにより，有彩色の場

合 4, 5色，無彩色の場合 2, 3色に増やし，形容詞

の抽出を行った． 1データ当たりの最大値，最小

値，平均を表 6に示す． 

表 6 : 形容詞の抽出結果の比較 

 従来 (a) (b) 

最大値 189 37 36 

最小値 16 0 0 

平均 82.93 16.52 11.86 

(a)，(b)の手法を用いることで，出現する形容

詞を削減することが可能となった．しかし，(a)

手法では 2件のデータ，(b)手法では 7件のデータ

から形容詞が抽出できなかった．これはそれぞれ

の手法のパラメータを調整することで抽出可能

になると考えられる． 

5.2. 言語情報 

 階層構造より，上衣，下衣アイテム間の最小値

と最大値はともに，最小値 2，最大値 8 である．

上衣，下衣アイテム間の最小値と最大値の平均は

6 であり，どちらのアイテムも平均的な距離であ

ると言える．よって，アイテムデータの偏りは少

ないと考えられる． 

6. おわりに 

 本稿では，オンラインショッピングのデータに

対して，言語情報と画像情報を抽出する手法につ

いて述べた．言語情報と画像情報を抽出すること

ができ，今後は得られた印象の評価，商品推薦の

実験を行い，推薦に有効かについて検討する必要

がある． 
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